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　今月の 26・27 日に伊勢志摩サミットが開かれま
す。G7（先進７カ国）の方々が伊勢志摩を訪れると
いうことで、近頃その「おもてなし」が話題になっ
ています。伊賀にも、そのような方々に知って、見て、
食べていただきたいものがたくさんあります。
　旅の計画を立てる際に「おいしいものを食べるこ
と」を楽しみの１つとして挙げる人も多いのではな
いでしょうか。伊賀の食といえば、やはり一番に思
い浮かぶのは伊賀牛です。これは、どこに出しても
決して引けを取らない逸品であると感じています。
昨年、ミラノ国際博覧会に出展したときも、30kg 持っ
て行った伊賀牛はあっという間になくなってしまい
ました。現地の訪問者からは、「これは本当に肉なの
か？」「今まで食べたことがないくらいおいしい」な
どの声が上がるほど大変反響があり、海外でも認め
られる味であることがわかりました。
　そして、伊賀米コシヒカリは、平成 27 年産米の
食味ランキングにおいて「特A」という最高評価を

受け、今回で５年連続の「特A」認定となりました。
また、良い米ができる条件に恵まれていることから、
伊賀の酒も、とてもおいしく好評です。
　さらに、伝統的工芸品である伊賀焼を外国の方に
お見せすると、伊賀焼の特徴である青ガラス質のビー
ドロ釉

ゆう
が目を引いたのか、「これはガラスですか？」

という質問が寄せられ、興味を持っていただいたこ
とがあります。また、伊賀くみひもに関しては、伝
統的なくみひもだけにとどまらず、最近はネクタイ
やストールなども作られているので、多くの人に好
んで使っていただけると思います。
　ミラノでの評価を受け、伊賀には世界に誇れるもの
が数多くそろっていることを確信しました。これらを
伊賀独自のおもてなしのツールとして、市民の皆さん
や、商店・企業などがしっかり活用し、実を結んでい
くことが大切です。また、市では伊賀ブランド認定
制度も始まりました。今後も市全体で伊賀の魅力発
信に努めていきたいものです。（伊賀市長　岡本　栄）
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▲伊賀焼の皿にのせた伊賀米
　コシヒカリのおにぎり

▲伊賀くみひも製品
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